
設問№ 科目平均 全体平均

Ⅰ.(1) 3.55 3.36

Ⅰ.(2) 3.73 3.45

Ⅰ.(3) 3.00 2.86

Ⅱ.(4) 3.90 2.91

Ⅱ.(5)

Ⅱ.(6)

Ⅱ.(7) 3.45 3.21

Ⅱ.(8) 3.73 3.25

Ⅱ.(9) 3.73 3.13

Ⅱ.(10) 3.64 3.16

Ⅱ.(11) 3.18 3.04

Ⅱ.(12) 3.91 3.41

Ⅱ.(13) 3.91 3.37

満足度 Ⅱ.(14) 3.80 3.29

ノートをとる
   先生に
  質問する

復習をする
  図書館や
インターネット

　何もして
　　いない

Ⅳ.(15) 63.6% 0.0% 9.1% 0.0% 18.2%

本科目平均 全体平均

奈良学園大学

①授業計画の達成度について

今年は、この科目を開講して以来、初めてビジネス学部の短期留
学生が、多数、受講してくれた。そのため、言語のハードル、専門
用語のハードルをできるだけ低くするため、急遽、さまざまな特別の
配慮や工夫をこらした。
そのため、当初予定していた授業計画の内、やや専門性の高い項
目については、一部、割愛して、とにかく基本を確実に理解してもら
おうと考え、授業を展開した。それでも、全体的にはやや難易度が
高いとの感想であったが、情報学部の関連科目を履修することな
く、この科目を履修したことを考えると、まずまずの成果だったと考
える。

②授業の進め方について

Ⅲ.(14)
3.80 3.29

講義科目　授業アンケート結果 　　　　　アンケート結果に対する教員のフィードバックシート

授 業 年 度 2015年度　前期
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留学生が多いということがあったので、特に、言葉は大きく明瞭に
発音するように心がけた。
また、学生の理解度、パソコンの操作などができているか、できる
だけ確認しながら進めるように心がけた。
そのため一定の満足感を与えることができたと考えている。

※レーダーチャートの平均は４段階評価　４(そう思う)、３(ややそう思う)、２，(あまりそう思わない）、１（そう思わない)

〈※複数選択可項目〉

授業を理解するための工夫

 自身の
受講姿勢

Ⅰ.(1)～(3)

3.42 3.22

③アンケート全体を通しての自己評価、及び、今後の授業改善計画について

講義内容・
方法

Ⅱ.(4)～
(13)

3.68 3.18

留学生を意識して展開したが、それは、ややもすると授業を急いで
しまいがちな私の性格に対して、日本人の学生にとっても良い結果
がでたと思われる。
ただ、やはり情報学の周辺知識が少ない学生を配慮して展開した
ため、より高度な知識を求める情報学部の上回生には、やや物足
りない感があったかもしれない。そこに対して、別途、課題を課すな
どの工夫が足りなかったことは、大きな反省点である。
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